
西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り 

 
 
 

 
 

 
 

第
四
十
三
号 

平
成
二
五
年 

三
月
一
日
発
行    

    

                                                 

●●●●
今
月
今
月
今
月
今
月
の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば
●●●●    

今
月
よ
り
月
参
り
で
お
勤
め
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
月
は
『
讃
仏
偈
』
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。 

『
讃
仏
偈
』
は
、
浄
土
三
部
経
（
『
仏
説
無
量
寿
経
』『
仏
説
観
無
量
寿
経
』『
仏
説

阿
弥
陀
経
』
）
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
『
仏
説
無
量
寿
経
』
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

『
仏
説
無
量
寿
経
』
は
、
親
鸞
聖
人
が
「
真
実
の
教
え
」
と
讃
え
ら
れ
た
経
典
で

す
。
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
建
立
と
私
た
ち
凡
夫
が
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
い
わ
れ

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

阿
弥
陀
仏
は
、
阿
弥
陀
仏
が
成
仏
す
る
以
前
の
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
と
き
に
、

そ
の
師
仏
で
あ
っ
た
世
自
在
王
仏
の
も
と
で
、
本
願
を
お
こ
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
時
、
法
蔵
菩
薩
が
師
仏
の
世
自
在
王
仏
の
気
高
い
姿
を
仰
い
で
、
そ
の
お

徳
を
讃
え
、
師
仏
に
向
か
っ
て
自
分
の
信
念
と
願
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

法
蔵
菩
薩
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
師
仏
と
の
出
会
い
と
は
、
ま
さ
し
く
素
晴

ら
し
い
「
仏
法
」
と
の
出
会
い
だ
っ
た
の
で
す
。 

そ
の
出
会
い
の
驚
き
と
喜
び
を
光
に
満
ち
た
、
み
仏
へ
の
讃
歌
と
し
て
表
現
さ

れ
た
の
が
、
こ
の
『
讃
仏
偈
』
な
の
で
す
。 

 

＊
法
蔵
菩
薩
と
は
・
・
・
・
阿
弥
陀
仏
が
修
行
を
し
て
い
た
時
の
名
。 

＊
世
自
在
王
仏
と
は
・
・
・
法
蔵
菩
薩
の
師
と
さ
れ
る
如
来
。
法
蔵
菩
薩
が
「
四

十
八
願
」
等
と
し
て
知
ら
れ
る
願
を
述
べ
た
相
手
で
も
あ
る
。 

 

光
顔
巍
巍

光
顔
巍
巍

光
顔
巍
巍

光
顔
巍
巍    

世
尊
の
お
顔
は
気
高
く
輝
き 

威
神
無
極

威
神
無
極

威
神
無
極

威
神
無
極 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

如
是
如
是
如
是
如
是
焰焰焰焰
明明明明 

そ
の
神
々
し
い
お
姿
は
何
よ
り
も
尊
い 

 

そ
の
光
明
に
は 

無
与
等
者

無
与
等
者

無
与
等
者

無
与
等
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
月
摩
尼

日
月
摩
尼

日
月
摩
尼

日
月
摩
尼 

何
も
の
に
も
及
ぶ
こ
と
な
く 

 
 

 
 

 

太
陽
や
月
の
光
も 

珠
光
珠
光
珠
光
珠
光
焰焰焰焰
耀耀耀耀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
悉
隠
蔽

皆
悉
隠
蔽

皆
悉
隠
蔽

皆
悉
隠
蔽 

宝
玉
の
輝
き
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
前
に
は
す
べ
て
失
わ
れ 

猶
若
聚
墨

猶
若
聚
墨

猶
若
聚
墨

猶
若
聚
墨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

如
来
容
顔

如
来
容
顔

如
来
容
顔

如
来
容
顔    

ま
る
で
墨
の
か
た
ま
り
の
よ
う
で
あ
る 

 

ま
こ
と
に
み
仏
の
お
顔
は 

◆◆◆◆
三三三三
・・・・
四四四四
月月月月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事
◆◆◆◆    

・
三 

月 

二
十
一
日
（
金
・
祝
） 

仏
教
婦
人
会
総
会

仏
教
婦
人
会
総
会

仏
教
婦
人
会
総
会

仏
教
婦
人
会
総
会    

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
追
弔
会
（
正
信
偈
） 

午
後
十
二
時
～ 

お
斎 

午
後
一
時 
～ 
総
会 

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂 

・
三 

月 

二
十
九
日
（
土
） 

追
弔
会

追
弔
会

追
弔
会

追
弔
会
・・・・
春
季
永
代
経
法
要

春
季
永
代
経
法
要

春
季
永
代
経
法
要

春
季
永
代
経
法
要    

 

午
後
二
時
・
午
後
七
時 

 
 

＊
な
お
追
弔
会
は
午
後
一
時
半

午
後
一
時
半

午
後
一
時
半

午
後
一
時
半
よ
り
よ
り
よ
り
よ
り
厳
修
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂    

    

・
四 

月 
 

八
日
（
火
） 

花花花花
ま
つ
り

ま
つ
り

ま
つ
り

ま
つ
り    

午
後
二
時
～    

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂    

 

・
四 

月 

二
十
三
日
（
水
） 

茨
木
東
組

茨
木
東
組

茨
木
東
組

茨
木
東
組
第
六
期
連
続
研
修
会

第
六
期
連
続
研
修
会

第
六
期
連
続
研
修
会

第
六
期
連
続
研
修
会    

第
三
回

第
三
回

第
三
回

第
三
回    

専
念
寺

専
念
寺

専
念
寺

専
念
寺    

    



超
世
無
倫

超
世
無
倫

超
世
無
倫

超
世
無
倫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
覚
大
音

正
覚
大
音

正
覚
大
音

正
覚
大
音    

世
に
超
え
て
す
ぐ
れ
て
比
べ
よ
う
も
な
く 

さ
と
り
の
声
は
高
ら
か
に 

響
流
十
方

響
流
十
方

響
流
十
方

響
流
十
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戒
聞
精
進

戒
聞
精
進

戒
聞
精
進

戒
聞
精
進    

す
べ
て
の
世
界
に
響
き
わ
た
る 

 
 

 
 

持
戒
と
多
聞
と
精
進
と 

三
昧
智
慧

三
昧
智
慧

三
昧
智
慧

三
昧
智
慧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

威
徳
無
侶

威
徳
無
侶

威
徳
無
侶

威
徳
無
侶    

禅
定
と
智
慧 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
れ
ら
の
威
徳
は
並
ぶ
も
の
が
な
く 

殊
勝
希
有

殊
勝
希
有

殊
勝
希
有

殊
勝
希
有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

深
諦
善
念

深
諦
善
念

深
諦
善
念

深
諦
善
念    

と
り
わ
け
す
ぐ
れ
て
世
に
ま
れ
で
あ
る 

 

様
々
な
仏
が
た
の
教
え
の
海
に
深
く 

諸
仏
法
海

諸
仏
法
海

諸
仏
法
海

諸
仏
法
海 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

窮
深
尽
奥

窮
深
尽
奥

窮
深
尽
奥

窮
深
尽
奥    

明
ら
か
に
思
い
を
こ
ら
し 

 
 

 
 

 
 

そ
の
奥
底
を
限
り
な
く 

究
其
涯
底

究
其
涯
底

究
其
涯
底

究
其
涯
底 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
明
欲
怒

無
明
欲
怒

無
明
欲
怒

無
明
欲
怒    

深
く
き
わ
め
尽
く
し
て
お
い
で
に
な
る 

 
愚
か
さ
や
む
さ
ぼ
り
や
怒
り
な
ど 

世
尊
永
無

世
尊
永
無

世
尊
永
無

世
尊
永
無 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
雄
師
子

人
雄
師
子

人
雄
師
子

人
雄
師
子    

世
尊
に
は
ま
っ
た
く
な
く 

 
 

 
 

人
の
世
に
あ
っ
て
獅
子
の
様
に
雄
々
し
い 

神
徳
無
量

神
徳
無
量

神
徳
無
量

神
徳
無
量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

計
り
知
れ
な
い
す
ぐ
れ
た
功
徳
を
備
え
て
お
い
で
に
な
る 

功
勲
広
大

功
勲
広
大

功
勲
広
大

功
勲
広
大    

そ
の
功
徳
は
と
て
も
広
大
で
あ
り 

智
慧
深
妙

智
慧
深
妙

智
慧
深
妙

智
慧
深
妙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光
明
威
相

光
明
威
相

光
明
威
相

光
明
威
相    

智
慧
も
ま
た
深
く
す
ぐ
れ 

 
 

 
 

 
 

輝
く
光
の
お
力
は 

震
動
大
千

震
動
大
千

震
動
大
千

震
動
大
千 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

願
我
作
仏

願
我
作
仏

願
我
作
仏

願
我
作
仏    

世
界
中
を
震
わ
せ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

願
わ
く
は 

わ
た
し
も
仏
と
な
り 

斉
聖
法
王

斉
聖
法
王

斉
聖
法
王

斉
聖
法
王 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

過
度
生
死

過
度
生
死

過
度
生
死

過
度
生
死    

こ
の
世
自
在
王
仏
の
よ
う
に 
 

 
 

 
 

迷
い
の
人
々
を
を
す
べ
て
救
い 

靡
不
解
脱

靡
不
解
脱

靡
不
解
脱

靡
不
解
脱 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

布
施
調
意

布
施
調
意

布
施
調
意

布
施
調
意    

さ
と
り
の
世
界
に
至
ら
せ
た
い 

 
 

 
 

布
施
と
調
意
と 

戒
忍
精
進

戒
忍
精
進

戒
忍
精
進

戒
忍
精
進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

如
是
三
昧

如
是
三
昧

如
是
三
昧

如
是
三
昧    

持
戒
と
忍
辱
（
に
ん
に
く
）
と
精
進 

 
 

こ
の
よ
う
な
禅
定
と 

智
慧
智
慧
智
慧
智
慧
為
上
為
上
為
上
為
上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

智
慧
を
修
め
て
こ
の
上
な
く
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
よ
う 

吾
誓
得
仏

吾
誓
得
仏

吾
誓
得
仏

吾
誓
得
仏    

わ
た
し
は
誓
う    

仏
と
な
る
と
き
に
は 

普
行
此
願

普
行
此
願

普
行
此
願

普
行
此
願 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
切
恐
懼

一
切
恐
懼

一
切
恐
懼

一
切
恐
懼    

必
ず
こ
の
願
を
果
た
し
と
げ 

 
 

 
 

生
死
の
苦
に
お
の
の
く
全
て
の
人
々
に 

為
作
大
安

為
作
大
安

為
作
大
安

為
作
大
安 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

大
き
な
安
ら
ぎ
を
与
え
よ
う 

 
 

 
 

 
 

 

続続続続
き
は
き
は
き
は
き
は
来
月
号

来
月
号

来
月
号

来
月
号
にににに
載載載載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。。。。    

◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆    

二
月
四
日
に
常
稱
寺
に
て
茨
木
東
組
第
六
期
連
続
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。    

 

第
二
回
の
テ
ー
マ
は
「
仏
壇
で
朝
晩
お
勤
め
す
る
の
は
何
の
た
め
で
す
か
。
月

忌
や
年
忌
、
葬
儀
、
中
陰
は
必
要
な
の
で
す
か
。
報
恩
講
や
永
代
経
法
要
の
意
味

は
何
で
す
か
。
」
と
い
う
内
容
で
各
班
に
分
か
れ
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
仏
壇
と

は
、
あ
る
の
が
当
然
・
さ
ま
ざ
ま
な
い
の
ち
の
上
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の

感
謝
の
た
め
・
家
の
中
心
・
先
祖
に
思
い
を
寄
せ
る
場
所
・
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
・

親
が
し
て
い
た
か
ら
、
深
い
意
味
は
な
い
・
自
分
の
安
ら
ぎ
の
た
め
、
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
、
月
忌
や
年
忌
は
節
目
の
法
要
と
し
て
と
ら
え
、
葬
儀
は
お
浄
土
へ

の
旅
立
ち
と
し
て
人
生
で
最
も
重
要
な
儀
式
で
あ
る
か
ら
必
要
で
あ
る
、
等
々
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
と
め
の
法
座
で
は
、
加
藤
順
教
師
の
ご
法
話
を
い
た
だ
き
、
報
恩
講
は
生
死

出
離
の
迷
い
の
道
か
ら
出
る
た
め
問
い
聞
く
場
で
あ
り
、
ま
た
仏
法
・
仏
に
な
る

た
め
の
経
を
聞
く
場
と
し
て
本
堂
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
念
仏
で
解
放
さ
れ
る
行

で
は
な
く
聞
く
宗
教
・
繰
り
返
す
こ
と
で
身
に
な
る
教
え
と
説
か
れ
ま
し
た
。
永

代
経
は
阿
弥
陀
様
へ
の
必
ず
救
っ
て
頂
く
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
し
ば
ら
れ
な

い
で
、
解
放
さ
れ
た
人
生
を
歩
む
、
そ
の
喜
び
を
子
や
孫
に
伝
え
る
た
め
の
法
要
。

人
生
を
安
心
し
て
進
ん
で
い
く
た
め
の
道
を
子
か
ら
孫
へ
、
代
々
伝
え
る
も
の
で

あ
る
と
聴
聞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

合 

掌 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派    

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山    

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺    

大
阪
府
茨
木
市
西
河
原
一
―
七
―
二 

 
 
  

電
話 

〇
七
二
―
六
二
二
―
四
七
九
四 

 
  

 
F
A
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七
二
―
六
二
二
―
九
二
九
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